
令和４年度

自主防災組織リーダー育成研修

「泉南地域の災害リスク」



 泉南は、令制国の和泉国南部に由来する地域名称で、西側を大阪湾、
東側を和泉葛城山系に囲まれた地域で、面積は約３２７平方キロメート
ル（府域の１７％）、総人口が約５７万人（府域の７％）

 泉南地域は５市３町で構成
（岸和田市、貝塚市、泉佐野市、泉南市、阪南市、熊取町、田尻
町、岬町）

 他府県と比べ、大規模な自然災害の発生件数が少ない。北摂地域に
比べ、泉南地域の方が大雨の頻度が少ない

 他の地域と比べ、野菜（玉ねぎと水なす）や果物（みかんや桃）を多く栽
培している

 ちなみに、大阪府岸和田土木事務所は、岸和田市野田町に在る泉南
府民センター内にあり、本部以外に尾崎出張所（阪南市）、泉佐野丘陵
緑地工区（泉佐野市）の出先事務所で構成

泉南地域とはこんなところ

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BB%A4%E5%88%B6%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%92%8C%E6%B3%89%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%87%8E%E8%8F%9C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BF%E3%83%9E%E3%83%8D%E3%82%AE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B0%B4%E3%81%AA%E3%81%99
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9E%9C%E7%89%A9


泉南地域とは（岸和田土木事務所管内図）
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泉南地域の主な河川（二級河川）

管内 １３水系２２河川（二級河川）



災害リスク



毎年のように起こる大雨による災害

平成２６年８月豪雨……広島土砂災害

平成２７年関東東北豪雨……鬼怒川で氾濫

平成２８年台風１０号豪雨……小本川(岩手県)で氾濫

平成２９年九州北部豪雨……福岡・大分での被害

平成３０年西日本豪雨……中国地方で広範囲被害

令和元年東日本台風……関東各地で被害

令和２年７月豪雨……熊本県(球磨川)などで被害



毎年のように全国各地で自然災害が頻発



増加傾向の大雨

・集中豪雨の発生回数は増加傾向

・雨が降る日数は減少傾向

・大雨の日数は増加傾向

「降れば大雨」が増えている

※気象庁HPより



頻発する自然災害

※国土交通省HPより



土砂災害のリスク

※平成26年8月豪雨 広島の土砂災害（8月20日発生）



がけ崩れ・土石流・地すべり



■近年の主な被災事例（大阪府）
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府内最大総雨量340㍉

府内最大総雨量498.5㍉ 府内最大瞬間風速58.1m/s

牛滝川（岸和田市） 国道173号（能勢町）

田尻川（能勢町）

茨木能勢線（豊能町）

（参考）大阪の平均年間降水量 約1,300㍉

災害の事例（大阪府内）



近年の付近での風水害
●川の氾濫 ●堤防の崩壊

●道路の土砂くずれ

平成３０年７月 岬町（２級河川大川） 平成２９年１０月 岸和田市（２級河川春木川）

●がけ崩れ

平成２９年１０月 千早赤阪村（国道309号） 平成３０年７月 阪南市箱作
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災害の事例（泉南地域）



近年の付近での風水害
●道路冠水

●倒木 ●電柱の倒壊

平成３０年７月 泉南市（府道 泉佐野岩出線）

平成３０年９月 岸和田市（府道 岸和田港塔原線） 平成３０年９月 泉南市（府道 泉佐野岩出線）
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災害の事例（泉南地域）



大阪府に被害を及ぼす地震は、太平洋側沖合で発生する地震（海溝
型地震）と、主に陸域の浅いところで発生する地震（内陸の活断層で
発生する地震）です。

●海溝型地震
南海トラフ（南海トラフで発生する地震）

●内陸の活断層で発生する地震
有馬-高槻断層帯、生駒断層帯、上町断層帯、中央構造線断層帯
大阪湾断層帯、六甲・淡路島断層帯 など

大阪府の地震活動の特徴



この地域で
地震が発生すると想定

【参考】
H23東日本大震災M9.0

３０年以内の地震発生確率
(令和4年1月1日時点）

※文部科学省・地震調査研究推進本部発表

■南海トラフ地震
（Ｍ８～９クラス） 70～80%

海溝型地震（南海トラフで発生する地震）



広範囲だと
一回の地震だけで済むのだろうか…
連続して起こるのではないだろうか…

1707年 宝永地震

1854年 安政南海地震 1854年 安政東海地震

1946年 昭和南海地震 1944年 昭和東南海地震

32時間後

2年後

約150年

約90年

約100年? 20XX年 地震発生？

1605年 慶長地震
約100年

海溝型地震（南海トラフで発生する地震）



３０年以内の地震発生確率
(令和４年１月１日時点）

※文部科学省・地震調査研究推進本部発表

■上町断層帯（M7.5程度） 2～3%

■中央構造線断層帯
（紀淡海峡・Ｍ7.5程度） 0.005～1%

■生駒断層帯（M7.0～7.5程度） ほぼ0%～0.2%

■有馬-高槻断層帯（M7.5程度（±0.5）） ほぼ0%～0.04%

内陸の活断層で発生する地震（内陸型地震）



各市町の総合防災マップ

























終わりに

皆さんの取り組みが実を結び

災害に見舞われる方が減少する

ことを祈念して、本説明を終了します。

ご清聴ありがとうございました。


